
答案用紙肥入上の注意：答案用紙のマーク掴には、正答と判断したものを－つだけマークすること。

ＨＺ８１２

第一級アマチュア無線技±「無線工学」試験問題
３０問２時間３０分

Ａ－１図に示す回路において、コイルＡの自己インダクタンスＬＡが６４UmH〕及びコイルＢの自己インダクタンスＬＢが３６６，H〕

であるとき、合成インダクタンスの価として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、コイルの結合係数を０７５とする。

ｆＺｕＳ、

Ｊ
１
１
Ｊ
１

組
耐
祀
祀
組

Ⅲ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
２
３
４
５

６
０
４
８
２

１
２
２
２
３

･
･

コイルＢLＡ ＬＢコイルＡ

ＳＳ

夕夕

◇◇◇

◆◆◆
、、

Ｍ：相互インダクタンス

Ａ－２次の記述は、静電気について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ。

１摩擦によって両物体に生じた正負の電荷は等量である。

２誼荷のIii位には、クーロン〔Ｃ〕を用いる。

３二つの電荷の間に働く力の関係は、クーロンの法則で表される。

４ガラス棒を絹布でこすると、絹布は正、ガラス棒は負に帯圏する。

５正に帯電している物体ａに、帯電していない物体ｂを近づけると、ｂのａに近い端には負、ｂのａから遠い端には正の電

荷が現れる。

Ａ－３図に示す回路の合成インピーダンスの大きさの値として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、抵抗Ｒの抵抗値は

２０〔Ｑ〕、コンデンサＣのリアクタンスは１０〔Ｑ〕及びコイルＬのリアクタンスは２０〔Ｑ〕とする。

１５〔Ｑ〕

２１０〔Ｑ〕

３１５〔Ｑ〕

４２０〔Ｑ〕

５３５〔Ｑ〕

月

Ｌ

Ａ－４図に示す正弦波交流において、平均値(絶対値の平均値）ｕ,、実効値Iﾉﾋ及び繰り返し周波数’の値の組合せとして、最も近

いものを下の番号から選べ。

振
幅陞
汕
嘘
哩
汕
哩

ｕ，

３．８

３８

４．０

４．２

４．２

'

２００

４００

４００

４００

２００

Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

ｆ
Ｌ
Ｌ
し
し

１
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ

Ｖ
ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

ｆ
Ｌ
Ｌ
Ⅲ
！

１
Ｊ
１
１
Ｊ

比
距
馳
腿
腿

Ⅲ
Ｌ
Ｌ
Ⅲ
Ｉ

１
２
３
４
５

0

F可

Ａ－５図に示す回路において、スイッチＳＷをa、ｂ、ｃの順に切り替えたところ、直流電流計は、それぞれ２〔ｍA〕、０．５〔ｍA〕

及び０４〔ｍA〕を指示した。このときの抵抗Ｒｘの値として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、直流電流計の内部抵

抗は零とする。

直流電流計

４〔ｋＱ〕

５〔ｋＱ〕

６〔ｋＱ〕

８〔ｋＱ〕

１２〔ｋＱ〕

１
２
３
４
５ 直流電源 抵抗

①□

好ｘ Ｃ

(HZ812-l）



Ａ－６次の記述は、電界効果トランジスタ（ＦＥＴ)の特徴について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選

べ。

１接合形ＦＥＴは、ゲートとチャネルの間が酸化膜(SiO2)を介して絶縁されており、入力インピーダンスが非常に高い。

２ＦＥＴは、ゲートに加える電圧によって、多数キャリアの流れを制御する誼圧制御形のユニポーラトランジスタである。

３化合物半導体を用いたＧａＡｓＦＥＴは、高周波低雑音用や高周波高出力用の増幅素子に適している。

４ＣＭＯＳ形ＦＥＴは、Ｎチャネル形とＰチャネル形のＭＯＳ形ＦＥＴを組み合せたＦＥＴで、論理回路等に用いられ、消質

電力が極めて少ない。

Ａ－７次の記述は、発光ダイオード（ＬＥＤ）について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ。

１ＬＥＤの基本的な橋造は、ＰＮ接合の構造を持ったダイオードである。

２電気信号を光信号に変換する特性を利用する半導体素子である。

３豆趣球などのフィラメント式と比べると信頼性が高く寿命が長い。

４逆方向電圧を加えて、逆方向電流を流したときに発光する。

５ＬＥＤを使用するときの電圧及び電流は、絶対最大定格より低い値にする。

Ａ－８次の記述は、低周波電力増幅回路の原理図について述ぺたものである。Ｆ]内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番
号から選べ。

（１）図の回路は、出力トランスを使わないですむように工夫されており、ＯＴＬプッシュプル回路又はＳＥＰＰ回路と呼ば

れる。特性のそろったＮＰＮ形とＰＮＰ形のトランジスタが用いられているため、「ｽｰｺ回路とも呼ばれる。

(2)図の回路をＢ級で動作させるときは、トランジスタの入力特性の非線形による「百一]ひずみを除去するために、二つの
トランジスタをそれぞれ順方向にバイアスして、無信号状態においてわずかに[~で可電流が流れるようにしている。

Ｃ

コレクタ

ベース

エミッタ

コレクタ

ベース

ハ

ダーリントン

ダーリントン

ＢＴＬＰＰ

コンプリメンタリ

コンプリメンタリ

Ｂ

クロスオーバー

第二高調波

クロスオーバー

第二高調波

クロスオーバー

１
２
３
４
５

直流電源入
力

直流電源

Ａ－ｇ図に示す演算増幅器(オペアンプ)を使用した反転形電圧増幅回路の電圧利得が４０〔｡B〕のとき、帰還回路の抵抗Ｒの価と

して、正しいものを下の番号から選べ。

尺

１３０〔ｋＱ〕

Ｚ５０〔ｋＱ〕

３１００〔ｋＱ〕

４２００〔ｋＱ〕

５３００〔ｋＱ〕 入

(HZ812-2）



A－１０図１に示す輔丁の方形波電圧を図２に示す回路の入力端子に加えたとき、出力端子に現れる電圧波形として、最も近いもの

を下の番号から選べ｡ただし､tは時ＩＭＩを示し､時定数帯くTとする。

図２図１
Ｌ

力

￣;71＝－１

１ Ｚ ３ ４ ５

ﾉし」uＬ
－－ｔ－ｔ

ﾉｰＬノＬ
－ｔ一ｔ

A-11次の記述は、ＦＭ(Ｆ３Ｅ)変調方式について述べたものである。□内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から
◆

選べ。

ＦＭ変調方式には、一般に自励発振器の同調回路における「ﾊﾟｰ]を変調信号によって変化させる直接ＦＭ方式と、発振器の

後段に「百一]を設ける間接ＦＭ方式とがあり、前者には搬送波の周波数安定度を良くするために□。回路を用いる。

Ａ

結合係数

結合係数

リアクタンス

リアクタンス

リアクタンス

Ｂ

平衡変調器

位相変調器

位相変調器

位相変調器

平衡変調器

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ

Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｆ

ｃ
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ａ

１
２
３
４
５

Ａ－１２変調をかけないときの搬送波電力が５０〔Ｗ〕のＡＭ（Ａ３Ｅ）送信機において、単一正弦波で変調度８０〔％〕の変調をかけ

たとき、出力の全電力の値として、正しいものを下の番号から選べ。
１
Ｊ
Ｊ
１
ｌ

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ

ｆ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
２
３
４
５

０
０
６
０
２

２
４
６
７
９

Ａ－１３次の記述は、電波障害対策のための高調波発射の防止フィルタについて述べたものである。このうち誤っているものを下の番

号から選べ。

１送信機で発生する高調波がアンテナから発射されるのを防止するために、高域フィルタを用いる。

２高調波の発射を防止するフィルタの減衰凪は、基本波に対してはなるべく小さく、高調波に対しては十分大きなものとする。

３送信機で発生する第２又は第３高調波等の特定の高調波を防止するために、高調波トラップを用いる。

４高調波トラップは、特定の高調波周波数に正しく同調させ、その減衰鼠は高調波に対しては十分大きく、基本波に対しては

なるぺく小さなものとする。

(HZ812-3）



A-14次の記述は､ＦＭ受信機等に用いられているセラミックフィルタについて述べたものである。［二．内に入れるべき字句の正

しい組合せを下の番号から選べ。ただし､［司内の同じ記号は、同じ字句を示す。

(1)セラミックフィルタは、セラミックの「】､【~]を利用したもので、図に示すように、セラミックに電極を貼り付けた構造
をしている。この１面極ａ‐ｃ間に特定周波数の電圧（電気信号）を加えると、［-7,【~1によって一定周期の固有の機械的振iMI

が発生して、セラミックが機械的に共振するので、この振動が電気信号に変換されて、もう一方の出力電極ｂ‐ｃから取り

出すことができる。

(2)セラミックの材質と形状及び寸法などを変えることによって、固有の機械的振動も変化するため、共振周波数や「百~]を
自由に設定することができ、「て１フィルタとして利用することができる。

ｂａ
醐職

Ｂ

尖鋭度Ｑ

懸度

尖鋭度Ｑ

感度

尖鋭度Ｑ

域
域
域
域
域

Ｃ
帯
高
帯
帯
高

Ａ

圧電効果

圧電効果

トンネル効果

ゼーペック効果

ゼーペック効果

１
２
３
４
５

Ｃ

A-15次の記述は、スーバヘテロダイン受信機の感度を良くする方法について述べたものである。Ｆ]内に入れるべき字句の正
しい組合せを下の番号から選べ。

高周波増幅器に使用するトランジスタは、雑音指数が[~7【可、電流増幅率の大きいものを用いる。

高周波同調回路の尖鋭度Ｑを大きくする。

中間周波増幅器の通過帯域幅を必要以上に｢~百~]しない。

「て可増幅器の利得を上げる。

（１）

（２）

（３）

(４）

Ｃ

低周波

中間周波

中間周波

低周波

中間周波

Ａ

ｄ､さく

小さく

小さく

大きく

大きく
く
く
く
く
く

Ｂ
広
狭
広
狭
広

１
２
３
４
５

A－１６次の記述は、受信機で発生することがある相互変調による混信について述べたものである。このうち正しいものを下の番号か

ら選べ。

１希望する受信周波数に対し、近接した周波数の強力な電波を受信したときに発生する。

２増幅器の調整不良により、本来希望しない周波数の成分を生ずるために発生する。

３増幅器及び音響系を含む伝送回路が、不要の帰還のため発振して、可聴音を発生することをいう。

４受信機に二つ以上の強力な不要波が混入したとき、回路の非直線性により、混入波周波数の整数倍の周波数の和又は差の

周波数を生じ、これらが受信周波数又は受信機の中間周波数や影像周波数に合致したときに発生する。

５受信機に変調された強力な不要波が混入したとき、回路の非直線性により、希望波fcが不要波の変調信号'pにより、

’c±’Pの成分が生じ、’cが′1,で変調されて発生する。

Ａ－１７図に示す半波整流回路及びコンデンサ入力形平滑回路において、端子ａｂ間に交流電圧Ｍを加えたとき、端子ｃｄ間に現れ

る無負荷電圧の値が１４０〔V〕であった。Ｒの実効値として、最も近いものを下の番号から選べ。ただし、ダイオード、及び

変成器Ｔは理想的に動作するものとし、Ｔの１次側と２次側の巻線比は１：１とする。

、

ＩＳＩ

１
Ｊ
Ｊ
１

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

ｆ
Ｌ
Ｌ
Ⅲ

ヨ
グ

１
２
３
４

７０

１００

１４０

２００

Ｃ

１４０〔Ｖ〕

。

Ｃ：コンデンサ〔F〕

(HZ812-4）
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A-18次の記述は､図に示す電源回路において、電源電圧又は負荷の値が変動した場合について述べたものである。ヒコ内に入
れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

（１）交流電源の電圧が増加したとき、ツェナーダイオードＤｚに流れる電流が面して、負荷電圧は一定に保たれる。
（２）交流電源の電圧が一定で負荷電流が増加したとき、ツェナーダイオードＤｚに流れる遜流が回して、負荷電圧が一定

に保たれる。

（３）負荷電流が最大のとき、ツェナーダイオードDzの消費電力は「て~]となる。

Ａ Ｔ刀 ｆ■ｑ
Ｄ１ Ｒ

Ｃ

最大

最小

最小

最小

最大

少
少
加
少
加

Ｂ
減
減
増
減
燗

Ａ

増加

増加

増加

減少

減少

１
２
３
４
５

負
荷

交流醗源

A-19次の記述は､八木アンテナについて述べたものである。Ｆ]内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。
ただし、波長を入とする。

三素子の八木アンテナは、放射器、導波器及び反射器で樹成されており、放射器の長さは囚となっている。
指向性は､放射器から見て「百一]の方向に得られる。

利得を増加させるには､「で~]の数を増やす方法がある。
三素子八木アンテナの各素子の中で、一番長いのは「5~]である。

(1)

（２）

（３）

(４）

Ｃ

放射器

導波器

導波器

放射器

導波器

、

導波器

放射器

反射器

導波器

反射器

Ｂ

導波器

反射器

導波器

反射器

導波器

２
２
２
４
４

／
／
／
／
／

Ａ
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５

A-20次の記述は、半波長ダイボールアンテナに同軸給電線で給電するときの整合について述べたものである。□内に入れる
べき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

半波長ダイポールアンテナに同軸給電線で直接給電すると、平衡形アンテナと[刀給電線とを直接接続することになり、
同軸給電線の外部導体の外側表面にｒＩｎが流れる。このため、半波長ダイポールアンテナの素子に流れる竃流が不平衡にな
るほか、同軸絵fli線からも電波が放射されるので、これらを防ぐため、□を用いて整合をとる。

Ｃ

バラン

Ｑマッチング

バラン

Ｑマッチング
バラン

流
流
流
流
流

電
電
電
電
電

洩
ず
ず
洩
洩

Ｂ
潟
う
う
漏
漏

Ａ

平衡

平衡

不平衡

不平衡

不平衡

１
２
３
４
５

A-Z1÷波長垂直接地ｱﾝﾃﾅからの放射電力が576〔W〕であった｡このときのｱﾝﾃﾅﾍの給電電流の値として､最も近いも
のを下の番号から選べ。

２〔Ａ〕

４〔Ａ〕

６〔Ａ〕

８〔Ａ〕

１０〔Ａ〕

１
２
３
４
５

(I-IZ812-5）

Ｅ｝
二△▲

□=Ｃ ＤｚＺ

Ｆ￣

Ⅱ；



A－２２次の記述は､電離層伝搬におけるフェージングについて述べたものである。、内に入れるべき字句の正しい組合せを下
の番号から選べ。

（１）送信点から放射された電波が、二つ以上の異なった伝撤通路を通って受信点に到来すると、醗波は通路差に応じた位相

差を持って合成されるから、その位相差が時間の経過とともに変動すると受信電界も変動する。このようなフェージング

を[~パー1フェージングという。

(2)また、電離層から反射してくる電波は、一般に[~百~可になっており時々刻々変化するが、受信アンテナが水平又は、垂

直導体で樹成されているときは、「て~コフェージングが生じる。

Ａ

選択性

選択性

干渉性

干渉性

干渉性

Ｂ

だ円偏波

直線偏波

だ円偏波

直線偏波

だ円偏波

Ｃ

偏波性

吸収性

吸収性

吸収性

偏波性

１
２
３
４
５

A－２３次の記述は、スポラジックＥ層の特徴について述べたものである。[言内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号
から選べ。

（１）地域によって、発生する季節及び時間が異なり、赤道地帯では夏季の昼間に多く発生し、日本のような中緯度地方では、

夏季の夜間にも現れることがある。また、電子密度の時間的変化が|￣】iI-可。

(2)「百~]の電波が反射されて、遠距嬢まで強い砿界強度で伝撤することがある。

(3)地上からの高さは、ほぼＥ厨と同じで、この高さは季節の違いにより大きく［~Ｔ1．

Ａ

小さい

小さい

大きい

大きい

Ｂ

マイクロ波

超短波（VHF）帯

超短波（VHF）帯

マイクロ波

Ｃ

変化しない

変化する

変化しない

変化する

１
２
３
４

A-24次の記述は、図に示す構成の計数式周波数計(周波数カウンタ)の動作原理について述べたものである。［司内に入れる

べき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、「]内の同じ記号は、同じ字句を示す。

F1雨重１－F=繭~’被測定

入力信

□ヨ
０・・・・・ｃｃ・－・・・・・・・・－．－．■■・●・・・・－．－．●

（１）被iN1定入力信号は、同一周波数のパルス列に変換され､一定時間だけ開いたｒ７Ｉ可を通過するパルスが計数回路で数え
られ、その数値が直接周波数として表示されるものである。

(2)水晶発振器と分周回路による[~面可で正確なＴ〔秒〕周期でパルスが作られ、制御回路への入力となる。Ｔが１〔秒〕
のときは、計数回路でのカウント数がそのまま周波数〔Hz〕の表示となる。

（３）測定誤差としては、水晶発振器の確度による誤差のほか、制御回路の出力信号と通過パルスの時間的位圃関係から生ず

る[~で可誤差などがある。

Ｃ

±１カウント

トリガ

トリガ

トリガ

±１カウント

Ａ

ゲート回路

ゲート回路

ゲート回路

トリガ回路

トリガ回路

Ｂ

基準時間発生部

周波数変換部

基準時間発生部

周波数変換部

基準時間発生部

１
２
３
４
５

Ａ－２５次の記述は、スーパヘテロダイン方式スペクトルアナライザについて述べたものである。このうち誤っているものを下の

番号から選べ。

１分解能帯域幅を変えて測定することができる。

２表示器の横軸は振幅を、また、縦軸は周波数を表す。

３入力信号の周波数成分ごとの振幅を観測できる。

４オシロスコープと比ぺて感度が高いので、より弱いレベルの信号の測定ができる。
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Ｂ－１次の記述は、竃気と磁気に関する法則について述ぺたものである。このうち正しいものをｌ、誤っているものを２として解答

せよ。

ア電磁誘導によってコイルに誘起される起電力の大きさは、コイルと鎖交する磁束の時間に対する変化の割合に比例する。

これを電磁誘導に関するクーロンの法則という。

イ電磁誘導によって生じる誘導起電力の方向は、その起電力による誘導電流の作る磁束が、もとの磁束の変化を妨げるような

方向である。これをアンペアの法則という。

ウ運動している導体が磁束を横切ると、導体に起電力が発生する。磁界の方向、磁界中の導体の運動の方向及び導体に発生す

る誘導起電力の方向の三者の関係を表したものを、フレミングの右手の法則という。

エ磁界中に置かれた導体に電流を流すと、導体に電磁力が働く。このとき、磁界の方向、電流の方向及び電磁力の方向の三者

の関係を表したものを、フレミングの左手の法則という。

オ直線状の導体に電流を流したとき、電流の流れる方向と導線の周囲に生ずる磁界の方向との関係を表したものを、レンツの

法則という。

Ｂ－２次の記述は、各種ダイオードについて述べたものである。[司内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

(1)ツエナーダイオードは、ＰＮ接合ダイオードに[~ﾗﾗｫ電圧を加え次第に増加させると、ある電圧で急激に電流が□
するが、電圧はほぼ一定となる定電圧特性を示す。

(2)加えるバイアス電圧の変化に応じて静電容遇が変化するのは、回ダイオードである。
(3)トンネルダイオードは、エサキダイオードとも呼ばれ通常のダイオードより不純物渡度が極めて回半導体素子で、
「牙~]のバイアス電圧を加えたときに負性抵抗特性を示す。

３電流

８減少

４増加

９バラクタ

５ホト

１０インパット

２低い

う高い

１逆方向

６順方向

B－３次の記述は、フェージングの軽減方法について述べたものである。［ヨ内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

(1)フェージングを軽減する方法には、受信電界強度の変動分を補償するために電話(A3E)受信機に□回路を設けた
り、電信(A1A)受信機の検波回路の次にリミタ回路を設けて、検波された電信波形を正しい「7-ｺに修正するなどの方
法がある。

(2)ダイバーシテイによる軽減方法も有効である。ロコダイバーシティは、同一送信点から二つ以上の周波数で同時送信
し、受信信号を合成又は切り換える方法であり、一方､Ｅ正司ダイバーシティは、受信アンテナを数波長以上離れた場所

に設置して、その信号出力を合成又は切り換えるという方法である。また、受信アンテナに垂直アンテナと水平アンテナの

二つを設け、それぞれの出力を合成又は切り換えて使用する「牙司ダイバーシテイという方法も用いられている。

５周波数

１０同期

４亦弦波

,偏波

３矩形波

８干渉

１スキップ

６ＡＧＣ

ﾕスケルチ

７空間

Ｂ－４次の記述は、ラジオダクトについて述べたものである。Ｆ]内に入れるべき字句を下の番号から選ぺ゜

電波についての標準大気の屈折率は、高さ(地表旬とともに「デー]する。また、大気の屈折率に□及び地表高を関連
づけて表した修正屈折示数(指数）Ｍは、標準大気中で高さとともに田する。しかし、上闇の大気の状態が□で、
下層の大気がその逆の状態となるとき、Ｍの高さ方向の変化が標準大気中と逆になる。このような状態の大気の層を逆転層とい

う。この層はラジオダクトを形成し、「牙~｡以上の電波を見通し外の遠距離まで伝搬させることがある。

５短波

１０電離層の高さ

４超短波

９中波

３電離層

８地球半径

２高温低温

フ低温高温

１減少

６増大

Ｂ－５次の記述は、ＣＭ形電力計による電力の測定について述べたものである。Ｅ二コ内に入れるべき字句を下の番号から週ぺ゜

ＣＭ形電力計は、送信機と[-ﾃﾗ可又はアンテナとの間に挿入して電力の測定を行うもので、容量結合と□を利用し、
給電綴の電流及び電圧に「ｦ丁する成分の和と差から、進行波電力と□電力を測定することができるため、負荷の消費緬
力のほかに負荷のＦ子司を知ることもできる。ＣＭ形電力計は、超短波帯における実用計器として、取り扱いが容易なことか
ら広く用いられている。

５入射波

１０反比例

態謎
擁
整
反

４
９３能率

８比例

２誘導結合

７受信機

１静電結合

６擬似負荷
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平成１８年１２月期

第一級アマチュア無線技士「無線工学」合格基準及び正答

１試験問題記号

２合格基準

30問２時間30分HＺ－８１２

満点及び合格点満点１５０点合格点１０５点

配点内訳Ａ問題２５問（1問5点）

Ｂ問題５問（1問5点、ただし、小設問各１点）

正答３

正答

｝｜｜ニニニニニニニ二二』二□ 二一国
室

田
皿
囿
回
団
回
皿
囮
団
皿
皿
団
皿

回団

Ａ問題

問題 正答

〔Ａ－１〕 ４

〔Ａ－２〕 ４

〔Ａ‐３〕 ２

〔Ａ－４〕 ２

〔Ａ－５〕 １

〔Ａ－６〕 １

〔Ａ－７〕 ４

〔Ａ－８〕 ５

〔Ａ－９〕 ５

〔Ａ‐１０〕 ４

〔Ａ－１１〕 ４

〔Ａ－１２〕 ３

〔Ａ－１３〕 １

〔Ａ－１４〕 １

〔Ａ－１５〕 ３

〔Ａ‐１６〕 ４

〔Ａ－１７〕 ２

〔Ａ‐１８〕 ２

〔Ａ－１９〕 ３

〔Ａ－２０〕 ５

〔Ａ－２１〕 ２

〔Ａ－２２〕 ５

〔Ａ－２３〕 ３

〔Ａ－２４〕 １

〔Ａ‐２５〕 ２

Ｂ問題

問題 正答

〔Ｂ‐１〕

ア

イ

ウ

エ

オ

２

２

１

１

２

〔Ｂ－２〕

ア

イ

ウ

エ

オ

１

４

９

７

６

〔Ｂ－３〕

ア

イ

ウ

エ

オ

６

３

５

７

９

〔Ｂ－４〕

ア

イ

ウ

エ

オ

１

８

６

２

４

〔Ｂ－５〕

ア

イ

ウ

エ

オ

６

２

８

９

４


